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はじめに

近年， や 掲示板等の普及により，個
人が製品やサービスなどに対するレビューを投稿
する機会が増えている．これに伴い，自然言語処理
において，評価情報を対象とした処理（評価情報分
析）の重要性が増している ．評価情報分析を行
うためには，評価情報を含む文（評価文）と評価情
報を含まない文（非評価文）が混在している文書の
中から，評価文のみを収集する技術が必要となる．
本研究では， 掲示板等のレビュー記事から

自動的に評価文を抽出することを目的とする．評価
文抽出に関する研究はこれまでに数多く行われてい
る．峠ら は，人手により作成した評価表現辞書
と，複数の規則及びパターンを用いて評価文抽出を
行った．峠らの手法は，人手による評価表現辞書の
作成が必要であり，多大なコストがかかる．鍜冶ら

は，大量の 文書から評価文コーパス
と評価表現辞書を自動構築した．この辞書は，極め
て大規模な評価表現辞書であり，さらにドメイン非
依存であるため，非常に有用である．しかし，これ
をある特定のドメインに適用した場合，必ずしも十
分な結果が得られない場合がある．そのため，ある
特定のドメインに対して何らかのシステムを作る場
合には，ドメインに依存した評価文抽出を行うこと
が重要になる．
そこで，本稿では評価表現辞書を使用せずに，ド
メイン依存／非依存に対応可能な評価文抽出手法を
提案する．提案手法では，評価表現辞書を使用しな
い代わりに，人手により少量の評価文を与え，文章
の類似度に基づいて評価文を抽出する．文章の類似
度の算出には，鈴木ら が提案した階層非循環有
向グラフと呼ばれるテキストの表現形式を用いる．

階層非循環有向グラフ

本研究では，文章の類似度に基づいて評価文の
抽出を行うため，正確な類似度の算出が不可欠で

ある．従来のテキスト処理では，単語の集合（
）をテキストの特徴として処理する方法が

一般的であったが，情報が不十分であり，必ずしも
良い結果が得られるとは限らなかった．これに対し
て，単語の系列 や，単語の依存構造に基づく
木 を用いてテキストを表現する手法が提案され
ている．しかし，これらの単純な構造では，複雑な
テキスト内の文法・意味的な情報を統一的に表現す
ることができない．そこで鈴木ら は，テキスト
内の文法・意味的な情報を統一的に扱える「階層非
循環有向グラフ」と呼ばれるテキストの表現形式を
提案した．階層非循環有向グラフとは，グラフ内の
ノードがサブグラフにより表現されるような，階層
的な構造を持つ有向グラフである．鈴木らは，階層
非循環有向グラフを用いることで，従来のテキスト
表現形式を用いる場合よりも，テキスト処理タスク
の高精度化が可能になるとしている．
そこで本研究では，より正確な類似度を算出する

ために，鈴木らが提案した階層非循環有向グラフを
用いて文章の類似度を算出する．

類似度の計算方法
本節では，階層非循環有向グラフを用いて文章の

類似度を算出する方法について述べる．本稿では，
階層非循環有向グラフに関する用語のうち，文章の
類似度を算出する際に最低限必要となる用語につい
てのみ述べる．階層非循環有向グラフの詳細につい
ては，鈴木らの論文 を参照していただきたい．

文章からグラフへの変換

まず，文章の形態素解析及び係り受け解析を行
い，文章を階層非循環有向グラフに変換する．本研
究では形態素解析ツール と係り受け解析
ツール による解析結果を使用する．これらの
解析結果によって得られた「文節」や「普通名詞」
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文節 文節

普通名詞
（音質）

格助詞
（が）

形容詞
（いい）

助動詞
（です）

図 文章を変換して得たグラフ

表 階層部分属性列とその重みの例
階層部分属性列 重み

＜文節＞
＜文節，文節＞
＜文節＜普通名詞＞＞
＜文節＜形容詞，助動詞＞＞
＜文節＜普通名詞＞，文節＜助動詞＞＞

といった情報を属性とし，グラフの各ノードに付与
する．図 に「音質がいいです．」という文章を変
換したグラフを示す．

階層部分属性列の抽出

階層部分属性列とは，グラフのノードに付与され
た属性を，グラフの係り受け構造と階層構造に基づ
いて抽出したリストのことである．係り受け構造は
「，」で，階層構造はリストの入れ子で表現する．
階層部分属性列はそのサイズに基づいて の
重みが付与される．ここで， は 属性あたりの一
致度 ， は階層部分属性列中に出現する属
性の数を表す．表 に図 のグラフから抽出される
階層部分属性列の一部とその重みの例を示す．
また，階層非循環有向グラフでは，ノードスキッ
プを許して階層部分属性列の抽出を行う枠組みが
導入されている．これにより，完全一致する構造だ
けでなく，類似した構造も評価することが可能とな
る．ノードスキップを許した階層部分属性列の抽
出を行う場合，ノードのスキップ数に基づく減衰
関数 を階層部分属性列の重みにかけ
る．ここで， はノードスキップに対する基本減衰
率 ， はサブグラフ中のノード数を表
す．図 にノードスキップを許して抽出された階層
部分属性列の例を示す．
以上の手順により，比較を行う文章のグラフから
すべての階層部分属性列を抽出する．

つの文章の類似度の算出

文章の類似度算出には，比較を行う つの文章か
ら抽出される階層部分属性列のうち，両方の文章か

文節 文節

文節 文節 文節

普通名詞
（音質）

格助詞
（が）

形容詞
（いい）

助動詞
（です）

副詞
（とても）

普通名詞
（音質）

格助詞
（が）

形容詞
（いい）

助動詞
（です）

階層部分属性列 重み

<文節<普通名詞＞，文節＜形容詞＞＞

階層部分属性列 重み

<文節<普通名詞＞，文節＜形容詞＞＞

β
２

λ β２ ２

図 ノードスキップを許した場合の例

ら共通に抽出されたもののみを用いる．まず，これ
らの階層部分属性列それぞれについて一致度を算出
する．階層部分属性列の一致度はそれぞれが持つ重
みを掛けることで算出することができる．図 にお
いて， つのグラフから抽出された「＜文節＜普通
名詞＞ 文節＜形容詞＞＞」という階層部分属性列
の一致度は となる．次に，算出した一致度の
総和を求める．最後に，一致度の総和を つの文章
の文節数の積で除算したものを， つの文章の類似
度とする．

グラフの階層
階層非循環有向グラフに新たな階層を追加するこ

とは，テキストの意味情報及び文法情報を付加する
ことに相当する．本節では，階層非循環有向グラフ
を用いてより正確な類似度計算を行うために新しく
追加した階層について述べる．
品詞情報階層 　

　品詞情報階層は，文節内の単語の品詞情報を
用いた階層である．文節内の各単語の品詞情報
をまとめて１つのノードに付与し，文節のノー
ドと単語のサブグラフの間に配置する．これに
より，階層部分属性列を抽出する際に文節に対
して意味情報を付与することができる．

単語階層 　
　単語階層は，単語を属性として付与したノー
ドを含む階層である．これにより，表層の一致
も考慮に入れて類似度計算を行うことが可能
となる．

複合名詞階層 　
　「ファイル転送ソフト」のような複合名詞に
ついては，「転送ソフト」，「ソフト」などのよ
うに表記揺れが発生する可能性がある．この
ような表記揺れに対応するために複合名詞階
層を追加した．複合名詞階層は，複合名詞を構
成する各単語をまとめて配置する階層であり，
複合名詞の品詞を属性として持つノードの階
層下に配置する．

図 に「転送速度が遅いです．」という文章を，全
ての階層を使用したグラフに変換した例を示す．
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文節 文節

普通名詞＋格助詞 形容詞＋助動詞

普通名詞 格助詞 形容詞 助動詞

転送 速度 が 遅い です

図 全ての階層を使用したグラフの例

評価文の抽出
本節では，階層非循環有向グラフ，新たに追加し
た階層，及び文章の類似度の計算方法を用いて，レ
ビューから評価文を抽出する方法について述べる．

抽出文集合の作成

以下の手順に沿って，抽出文集合を作成する．
人手により少量の評価文を用意する．
用意した評価文とレビュー内の文との類似度を
総当たりで計算する．
用意した評価文１文毎に類似度上位 文を抽
出文集合の要素とする．

このようにして得られた抽出文集合が，文章の類似
度に基づいて抽出された評価文ということになる．

の調整と類似度の関係

類似度に基づいて評価文抽出を行う際，ドメイン
依存の場合は文の表層を重視し，ドメイン非依存の
場合は文の構造を重視する必要がある．鈴木らの論
文 では，過学習を抑制するために， の値の範
囲は と定めている．しかし，この定義
のままでは，表層を重視する場合と構造を重視する
場合とを明確に区別することができない．そこで本
研究では， 節で述べた つの階層を，上になるほ
ど構造に，下になるほど表層に近づくように設定す
る．ここで， の値の範囲を とすれば， 節
の階層部分属性列の抽出の定義に基づくと，下の階
層，すなわち，表層に近い部分で一致するほど階層
部分属性列の重みが大きくなる．一方で，鈴木らの
定義に従い， とすると，品詞レベル，す
なわち，構造的に一致するものについて階層部分属
性列の重みが大きくなるということになる．言い換
えれば， を許すことで，構造を重視する場合
（構造重視）と表層を重視する場合（表層重視）の
二通りの類似度を算出することが出来る．これは，

ドメイン依存の評価文が求められる場合と非依存の
評価文が求められる場合の両方に提案手法が適用で
きることを意味する．
「音質はもちろんいいです．」という文を用いて，
構造重視と表層重視のそれぞれで評価文を抽出した
結果の例を表 に示す．

構造重視と表層重視の組み合わせ

構造重視と表層重視のそれぞれで抽出文集合が作
成されるが，これらを組み合わせることで，新たな
抽出文集合を得ることができる．実験では，以下の
組み合わせを使用した．

組み合わせ 　
　構造重視と表層重視の両方で抽出した文の
集合を新たな抽出文集合とする．

組み合わせ 　
　構造重視と表層重視のいずれかで抽出した
文の集合を新たな抽出文集合とする．

実験
提案手法の有効性を検証するために， 上の

レビュー記事を用いて実験を行った．

実験環境と評価基準

今回の実験では，人手で作成した評価文 文と，
価格 に掲載されているポータブルオーディオ
プレーヤーのレビュー（評価文： 文，非評価文：
文）を使用した．また， については，構造重

視の場合 ＝ ，表層重視の場合 ＝ とし，
及び は ＝ ， ＝ と固定して実験を行った．
評価には，以下の尺度を用いた．

抽出評価文数 　
実際に抽出できた評価文の数．

抽出非評価文数 　
誤って抽出された非評価文の数．

抽出精度 　
抽出した文における評価文の割合で，以下の式
で表される．

抽出精度 抽出評価文数
抽出評価文数＋抽出非評価文数
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表 構造重視と表層重視による抽出結果の例
順位 構造重視 表層重視

音質はそこそこ良いです． 音質はそこそこ良いです．
画面はとても見やすいです 音質はすばらしくいいです．
本体は少し重いです． 音質がすごくいいです．

表 実験結果
抽出評価文数 抽出非評価文数 抽出精度

構造重視
表層重視

組み合わせ
組み合わせ

実験結果
実験結果を表 に示す．構造重視，表層重視とも
に高い精度で評価文を抽出できていることが分か
る．また，全ての指標について表層重視の方が良い
という結果を得た．
組み合わせについては，組み合わせ は全
ての抽出方法の中で抽出精度が最も低いものの，
抽出評価文数は最も多かった．一方，組み合わせ

は全ての抽出方法の中で最も良い抽出精度
を得た．抽出評価文数は大幅に減少したが，組み合
わせ によって抽出された文は非常に高い確
率で評価文であると言える．

考察
本節では，構造重視と表層重視の組み合わせに
ついて考察を行う．組み合わせ は，非常に
高い精度で評価文を抽出できることが分かった．こ
のことから，組み合わせ による抽出結果を
新たに評価文として与えて，もう一度抽出を行う，
ブートストラップによる抽出が可能になるのではな
いかと考えられる．
次に，組み合わせ は比較的高い精度でより
多くの評価文を抽出できることから，人手により与
える評価文が少ない場合でも，多くの評価文を抽出
できると考えられる．また，前述のブートストラッ
プによる抽出は，回数を重ねるごとに抽出できる評
価文の数が減少すると推測される．しかし，組み合
わせ を用いることで，その後でも多くの評価
文を抽出できるのではないかと考えられる．
これらのことから，構造重視と表層重視を組み合
わせることで，目的および状況に応じた評価文抽出
が可能になると考えられる．

おわりに
本稿では，評価表現辞書を作成せずに，文章の類
似度を利用して 掲示板などのレビューの中か

ら自動的に評価文を抽出する手法について述べた．
実験により，提案手法が高い精度で評価文を抽出で
きることを実証し，その有効性を確認した．
今後は，グラフの階層構造の変更，類似度計算

に使用するパラメータの調整を行うことにより，さ
らなる精度の向上を目指す．さらに，他の対象のレ
ビュー記事を用いて実験を行い，提案手法の汎用性
を検証する予定である．また，ブートストラップに
よる抽出の有効性の検証を行う必要があると考えて
いる．
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